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「環境ビジョン2050」

2030年度目標

富士電機の革新的クリーンエネルギー技術・省エネ製品の普及拡大を通じ
「脱炭素社会」「循環型社会」「自然共生社会」の実現を目指します

脱炭素社会の実現
サプライチェーン全体でカーボンニュートラルを目指します

循環型社会の実現
環境負荷ゼロを目指す

グリーンサプライチェーンの構築と
３Rを推進します

自然共生社会の実現
企業活動により生物多様性に貢献し
生態系への影響ゼロを目指します

【2030年度目標】

Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出 （燃料の燃焼、工業プロセス）
Scope2：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
Scope3：Scope1、Scope2以外の間接排出 （事業者の活動に関連する他社の排出） 1

産業革命前と比較した気温上昇を1.5℃に抑えるため、以下の目標達成を目指します

●サプライチェーン全体の温室効果ガス排出量（Scope1+2+3） 46％超削減（2019年度比）
●生産時の温室効果ガス排出量（Scope1+2） 46％超削減（2019年度比）
●製品による社会のCO2削減貢献量 5,900万トン超/年
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